
第19回も、みなとみらいサテライトキャンパス（対面）とオンラインのハイブリッド開催でし
た。仲間と自分の未来を語ろうという継続テーマで「なぜ看護の仕事を選ぶのか（なぜ看護が好
きなのか）」について語り合いました。アンケートでは、全員が｢話しやすい雰囲気だった｣｢安心
して参加できた｣｢満足感があった｣｢面白かった｣と回答してくださいました。

主催者代表 佐藤 政枝

看護のプロフェッショナリズムを共有するワークショップ
NEWS LETTER

開催日時：2024年1月22日（月）15:00-17:00
参加者：11名（看護職、大学教員、大学院生、その他）

●ワークショップ後のアンケート結果（一部抜粋） 回答6名

100%

⑤看護のプロフェッショナリズム
について考えることができた

⑬安心して参加できた ⑭話しやすい雰囲気だった

⑥対等な立場で学べた

■とても思う ■どちらかといえば思う ■どちらともいえない ■どちらかといえば思わない ■まったく思わない

100% 100%

①面白かった ②楽しかった

⑦自分が成長したという
実感がもてた

⑧グループメンバーが成長
したという実感がもてた

⑨仕事・役割上の課題と関連づけ
て取り組めた

⑮もっと経験したいと思った

⑪有益な経験となった

③満足感があった ④学習の機会となった

⑫心地よい場であった

⑯また参加したい

⑩人生や仕事の経験を活用できた

2024年1月 Vol.19

公立大学法人 横浜市立大学 医学部 看護学科 
基礎看護学 / 看護ケアシステム開発学    佐藤研究室（佐藤政枝）

E-mail：m_satoh@yokohama-cu.ac.jp Web：http://plaza.umin.ac.jp/~msatoh-ken/
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第19回 ワークショップの開催報告

自由記載で頂いた感想やご意見

• 看護を選んだことや続けている理由を言語化する機会はあまりないので、振り返るという意味でもよい機会とな
りました。グループの方たちの看護を選んだ理由を聞けて、大変興味深かったです

• 自分の経験を振り返り、言語化する中で、自分自身に対する発見ができました。ありがとうございました
• 看護を目指したきっかけとこれまでを振り返り、自分がやりたいと思った看護の仕事を続けられているというこ

とに幸せを感じました。これは当たり前のことではないように思います。看護の魅力を一言で語ることは難しい
のですが、大変なことも含め、看護の良さを感じられるたくさんの経験をさせてもらえて、その中で看護の楽し
さや奥深さを見つけることができたので、続けられているのだと思います

• 自分のこれまでの縁に感謝をしたいと思いました。いつもと違うテーマで話すことで、違った視点から自分のこ
だわりや、自分の中に育っていたプロフェッショナリズムとその形成過程に気がつくことができました
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